
会場からも活発な質問や意見が出た講演会＝13日、高知市

高
知
県
連
絡
会

講
演
会
と
総
会

原
発
を
な
く
し
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る

高
知
県
民
連
絡
会
は
1
3

日
、
講
演
会
と
1
4
年
度
の
・

総
会
を
高
知
市
で
開
き
1

0
0
人
が
参
餌
し
ま
し

た。
福
島
復
興
共
同
セ
ン
タ

ー
代
表
委
員
で
福
島
県
農

民
連
会
長
の
亀
田
俊
英
さ

ん
が
講
演
し
ま
し
た
。
自

宅
が
福
島
原
発
の
1
6
㌔
圏

内
に
あ
り
今
も
避
難
生
活

を
ル
て
い
る
亀
田
さ
ん

は
、
福
島
原
発
事
故
の
深

刻
さ
や
復
興
が
進
ま
な
い

現
状
な
ど
を
話
し
、
原
発

ゼ
ロ
を
実
現
さ
せ
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
生
活
物
資
を
地

場
で
ま
か
な
う
自
立
塾
社

会
へ
の
転
換
の
必
要
性
を

訴
え
ま
し
た
。

「
汚
染
水
対
策
や
除
染

が
進
ま
な
い
こ
と
や
、
長

斯
化
す
る
避
難
生
活
な
ど

困
難
な
問
題
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
一
方
で
、
福
島
県

の
全
自
治
体
で
廃
炉
決

議
が
可
決
さ
れ
た
し
、

国
と
東
電
の
責
任
を
問

う
裁
判
も
起
き
て
い
る
。

原
発
ゼ
ロ
の
運
動
を
全
国

で
広
げ
る
運
動
が
大
事
に

挙
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま

した。
∵
総
会
で
は
、
金
曜
行
動

の
継
続
や
伊
方
原
発
（
愛

媛
県
伊
方
町
）
再
稼
働
に

反
対
す
る
運
動
を
強
め
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

解
釈
改
憲
阻
止
へ

総
会
と
記
念
講
演

北
九
州
共
同
セ
ン
タ
ー

北
九
州
市
の
恵
法
改
悪

反
対
北
九
州
共
同
セ
ン
タ

ー
は
1
2
日
、
小
倉
北
区
内

で
第
7
回
総
会
を
開
き
ま

し
た
。
石
川
康
宏
・
神
戸

女
学
院
大
学
教
授
が
記
念

講
演
し
ま
し
た
。
5
3
人
が

参
放
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
安
倍
政
権

の
秘
密
保
護
法
の
強
行
や

解
釈
改
憲
に
よ
る
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
容
認
な
ど

無
謀
な
改
憲
策
動
を
打
ち

破
る
た
め
、
▽
秘
密
保
護

法
の
廃
止
の
街
頭
宣
伝
、

学
習
会
、
署
名
洒
動
を
行

う
▽
「
平
和
・
憲
法
ポ
ス

タ
ー
」
1
0
0
0
枚
張
り

出
し
作
戦
の
展
開
▽
他
の

団
体
・
個
人
と
の
共
闘
を

進
め
る
－
こ
と
な
ど
を
決

め
ま
し
た
。

石
川
氏
は
講
演
で
、
自

民
党
の
「
改
憲
案
」
が
、

国
民
の
抵
抗
を
抑
圧
す
る

国
へ
進
め
る
危
険
な
内
容

だ
と
説
明
。
「
ア
メ
リ
カ

と
一
緒
に
戦
争
で
き
る
国

づ
く
り
を
め
ざ
す
改
憲
内

容
を
大
い
に
宣
伝
す
る
こ

と
が
大
事
」
と
強
調
し
ま

した。

圏
黄
塵
主
張
の
1
招
攻
L
が
事
実
．
上
栗
現

驚
き
、
薫
ざ
習
＼
、

と
で
ん
新
社
長
が
議
会
に
鋭
明
に

豊

富

蒼

金

雷

牢

r
ゴ
匡
農
宗
田
邁
L
匿

画
す
悉
r
宰
相
究
哨
L
深

革
「
（
宙
買
蚤
の
）
夜

会
㊨
慮
養
約
牽
厚
雷
阿
ク

夢
浸
罪
レ
、
倉
貧

家
、
賓
奴
多
敬
啓
釘
深
．

還
貪
更
上
軒
め
て
塀

整
雷
革
質
転
学
妄

l
こ
遭
い
紘
か
ま
レ
宅

そ
し
て
r
予
嘗
凍
慮

レ
拝
承
倉
と
し
て
土
翠
か

ら
歯
痛
帯
を
釘
＜
尺
ぞ
し

と
参
考
人
招
致
空
夢
レ

て
賓
レ
て
ざ
ま
し
序
。

レ
ガ
レ
ー
台
東
、
公
礪

慧
毒
奮
鷲
鼻
豊
美

頑
し
で
い
ざ
せ
ん
零
レ
詫

一
新
と
は
奮
え
す

多
頭
倉
雪
壷
屋

を
と
り
上
げ
、
↓
皆
ぎ
小
変

っ
后
と
∵
厚
床
の
膚
虜
を

雪
こ
と
が
垂
牽
L
と
の

琴
霊
繋
ピ
一
新
レ
し
1
2

人
の
賓
を
節
目
ィ
童

変
を
は
じ
め
と
レ
唇
が

そ
の
ざ
ま
屠
座
っ
て
目
名
率

警
芹
レ
て
†
と
で
旨
一
軒

ぞ
か
た
と
膚
克
な
い
し
と

ぎ
び
レ
く
囁
膚
。

こ
う
レ
摩
甲
で
新
悲
哀

の
側
か
ら
1
費
l
⊂
鰊
嘲
レ

た
い
ト
と
甲
田
げ
め
り
、
発

現
し
た
る
の
や
す
。
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